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年
々
四
季

の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
、
暑

い
期
間
が
長

く
な
っ
て
い

ま
す
ね
。
私
が
子
ど
も
の
頃

は
、
30
度
を
超
え
る
日
で
暑

い
暑
い
と
言
っ
て
い
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
が
、
今
で
は

体
温
を
超
え
る
日
も
あ
り
、

身
体
に
こ
た
え
ま
す
▼
建
設

業
は
身
体
が
資
本
。
ス
タ
ミ

ナ
を
付
け
よ
う
と
た
く
さ
ん

お
米
を
食
べ
よ
う
と
思
っ
て

も
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
店
頭

に
お
米
が
な
い
、
あ
っ
て
も

価
格
が
高
騰
し
て
い
て
買
う

か
悩
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
な

ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
気
に
な
り
調
べ

て
み
ま
し
た
▼
70
年
代
か
ら

過
剰
供
給
を
防
ぐ
た
め
に
行

わ
れ
て
い
た
減
反
政
策（
生

産
調
整
）は
２
０
１
８
年
に

は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
近

年
の
異
常
気
象
、
猛
暑
な
ど

に
よ
っ
て
収
穫
量
の
減
少
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
増
加

な
ど
が
複
合
的
に
作
用
し
た

結
果
み
た
い
で
す
▼
そ
し
て

今
話
題
の
備
蓄
米
は
食
べ
ま

し
た
か
？
我
が
家
は
ま
だ
食

し
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
が

（
売
り
切
れ
て
い
て
買
え
て

な
い
の
も
あ
り
ま
す
が
）、

我
が
子
（
３
歳
）
は
お
米
、

麺
類
が
大
好
き
で
す
。
食
料

が
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
当
た
り

前
の
よ
う
に
手
に
入
る
こ
と

自
体
、
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
▼
未
来
あ
る
子
ど
も

た
ち
が
お
腹
い
っ
ぱ
い
ご
飯

を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
政
治

家
の
み
な
さ
ん
に
は
も
っ
と

頑
張
っ
て
欲
し
い
。

平
塚
支
部　

佐
藤
正
法

建設国保の育成・強化を求め
県内国会議員に直接要請

み
な
さ
ん
の
取
り
組
み

し
っ
か
り
理
解

議
員
本
人
に直接

要
請

　

次
年
度
の
建
設
国
保
料
補
助
金
確
保
に
向
け
、
６
月
25
日
の
全
建
総
連
予
算
要

求
総
決
起
大
会
、
厚
生
労
働
省
な
ど
の
要
請
を
踏
ま
え
、
全
国
の
地
元
議
員
へ
要

請
書
を
手
渡
し
て
い
ま
す
。
７
月
15
日
時
点
で
神
奈
川
県
内
で
選
出
さ
れ
た
本
人

に
手
渡
し
で
き
た
議
員
を
紹
介
し
ま
す
（
昨
年
の
直
接
議
員
要
請
は
16
議
員
）。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
６
月

26
日
、
大
和
支
部
会
議
室
に

て
、太
ひ
で
し
議
員
（
13
区
・

立
民
）
と
建
設
国
保
の
取
り

組
み
を
中
心
に
懇
談
を
し
ま

し
た
。

　

相
模
原
か
ら
は
、
立
憲
民

主
党
議
員
２
人
、
自
民
党
議

え
な
が
ら
「
現
行
水
準
の
確

保
、
さ
ら
に
増
額
」
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
事
業
主
組
合

員
に
訴
え
か
け
る
企
業
努
力

の
一
環
と
し
て
「
健
康
第
一

事
業
所
宣
言
」
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
示
し
な
が
ら
説
明

し
た
と
こ
ろ
、
興
味
深
く
聞

い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙

の
保
険
証
残
し
て
ほ
し
い
こ

と
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
の
保
険
外
し
の

件
な
ど
意
見
交
換
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

【
記
事
／
武
藤
尋
晴
】

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

主
な
要
請
項
目

○
国
民
医
療
へ
の
公
費
助
成

を
拡
充
○
国
庫
補
助
は
「
現

役
世
代
の
負
担
軽
減
」
の
観

点
か
ら
拡
充

神
建
連
は
、
県
内
選
出
国

会
議
員
34
人
に
要
請
行
動
を

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ど
話
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
保

障
は
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン

ス
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と

と
、
公
助
ば
か
り
で
な
く
自

助
共
助
に
つ
い
て
も
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
話
し
ま

し
た
。

企
業
努
力

興
味
深
く

　

長
友
よ
し
ひ
ろ
議
員
（
14

区
・
立
民
）
は
７
月
５
日
に

公
文
常
任
中
央
執
行
委
員

（
写
真
左
）
が
懇
談
会
に
参

加
し
て
、
建
設
国
保
の
制
度

の
説
明
に
加
え
、
健
康
診
断

な
ど
に
力
を
入
れ
医
療
費
抑

制
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
伝

健
康
診
断
や
健
康
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
を
説
明
し
、
す
べ
て

に
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
。

建
設
国
保
の
予
算
確
保
に
つ

い
て
は
、
組
合
員
一
人
一
人

が
書
き
込
ん
だ
厚
生
労
働
省

宛
の
ハ
ガ
キ
を
手
に
取
り
、

「
み
な
さ
ん
の
取
り
組
み
は

し
っ
か
り
理
解
し
ま
し
た
」

と
太
議
員
。

定
期
大
会
を
は
じ
め
、
支

部
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参

加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
た

め
、「
こ
れ
か
ら
も
つ
な
が

　

６
月
19
日
に
「
小
児
医
療

費
助
成
制
度
の
拡
充
」
を
求

め
て
、
川
崎
市
役
所
で
記
者

会
見
を
開
き
、朝
日
、読
売
、

テ
レ
ビ
神
奈
川
な
ど
７
社
の

マ
ス
コ
ミ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

５
０
０
円
の
一
部
負
担
金

の
撤
廃
と
18
歳
ま
で
の
無
償

化
を
求
め
て
、
神
奈
川
土
建

も
加
入
す
る
「
川
崎
市
こ
ど

も
の
医
療
費
無
料
化
を
求
め

る
連
絡
会
」
で
署
名
を
集
め

て
き
ま
し
た（
８
４
５
２
筆
・

７
月
16
日
時
点
）。
県
内
で

15
歳
ま
で
の
一
部
負
担
金
が

あ
る
の
は
、
川
崎
市
と
相
模

原
市
の
み
。
対
象
が
中
学
生

ま
で
な
の
は
、
川
崎
市
と
横

浜
市
の
み
で
す
。
川
崎
市
は

「
県
内
ワ
ー
ス
ト
子
育
て
自

治
体
」
と
言
わ
れ
、
負
担
の

大
き
さ
が
顕
著
で
す
。

　

記
者
会
見
に
は
、
保
険
医

協
会
か
ら
二
村
歯
科
医
師
、

新
婦
人
か
ら
２
人
、
川
崎
３

支
部
か
ら
５
人
の
子
育
て
世

代
が
臨
み
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
拡
充
に
対
す
る
要
望

や
川
崎
市
の
子
育
て
支
援
の

遅
れ
な
ど
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

子
ど
も
医
療
費
は

市
長
選
の
争
点

　

こ
の
問
題
は
、
10
月
26
日

（
日
）
投
開
票
の
川
崎
市
長

選
の
争
点
の
一
つ
で
す
。
子

育
て
し
や
す
い
川
崎
市
を
つ

く
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

り
を
活
か
し
な
が
ら
、
建
設

国
保
の
育
成
を
す
す
め
ま

す
」
と
古
賀
書
記
長
は
展
望

を
話
し
ま
し
た
。

要
請
書
を
受
け
取
る
鈴
木

敦
議
員（
写
真
中
央
・
参
政
）

要
請
書
を
受
け
取
る
長
友

議
員
（
写
真
中
央
）

員
１
人
と
本
人
懇

談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

赤
間
二
郎
議
員

（
14
区
・
自
民
）

は
参
加
者
一
人
一

人
に
声
を
か
け
て

ざ
っ
く
ば
ら
ん
な

話
を
振
っ
て
く
る

方
で
す
。
要
請
内

容
の
話
題
か
ら
は

か
な
り
脱
線
し

て
、
国
内
情
勢
な

７月７日、湘北地区協、座
間海老名支部と一緒に大塚さ
ゆり議員（20区・立民・写真
中央）に要請行動を取り組み
ました。大塚さゆり議員は県
内立民から３人が厚労委員会
に所属しているので「引き続
きみなさんの声を発信してい
きます」と力強く話しました。

【記事／武藤尋晴】

引き続き声を発信

記者会見に臨んだみなさん

要請書を受け取る赤間議員（写真中央）

みんなが書いた予算要求ハガキを読み込む太議員（写真左）
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資格確認書
（カード）が
届きます

医療機関を
受診できます

資格情報のお知らせ
（カード型とA4用紙
型）が届きます

これだけでは医療機
関を受診できません
マイナ保険証を提示
してください

　

７
月
20
日
に
投
開
票
さ
れ

た
参
議
院
選
挙
で
、
自
公
与

党
は
参
院
で
も
過
半
数
を
維

持
で
き
ず
に
両
院
で
少
数
与

党
と
な
り
ま
し
た
。
自
公
が

連
立
政
権
を
組

ん
で
以
来
、
衆

参
両
院
で
過
半

数
を
失
う
の
は

初
め
て
で
す
。

自
民
党
政
治
の

歴
史
的
崩
壊
が
進
ん
だ
こ
と

は
前
向
き
な
変
化
で
す
。
有

権
者
は
自
公
政
権
に
Ｎ
Ｏ
の

審
判
は
下
し
ま
し
た
が
、
そ

の
投
票
先
は
自
公
与
党
の
補

完
勢
力
に
向
か
う
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

市
民
と
共
闘
を
進
め
て
き

た
野
党
の
主
導
で
、
消
費
税

減
税
や
物
価
高
騰
対
策
が
選

挙
争
点
と
な
り
、
多
く
の
政

党
が
消
費
税
減
税
に
言
及
し

ま
し
た
が
、
選
挙
本
番
で
は

排
外
主
義
や
「
日
本
人

フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
主
張
す
る

参
政
党
が
、
弱
い
立
場
に
置

か
れ
る
外
国
籍
の
方
た
ち
を

叩
く
こ
と
で
、
有
権
者
の
政

府
に
対
す
る
不
満
の
矛
先

や
、
選
挙
の
争
点
を
ず
ら
し

て
し
ま
い
、
野
党
と
の
対
決

構
図
を
す
り
替
え
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

自
民
党
を
見
限
っ
た
岩
盤

保
守
層
の
受
け
皿
は
、極
右
・

参
政
党
や
与
党
の
補
完
勢
力

で
あ
る
国
民
民
主
党
と
な
り

ま
し
た
。

　

改
憲
勢
力（
自
民
・
公
明
・

維
新
・
国
民
民
主
・
参
政
・

日
本
保
守
）
は
、
改

憲
発
議
に
必
要
な
総

議
員
数
の
３
分
の
２

を
維
持
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
国
会
で

も
、
自
公
与
党
は
補

完
勢
力
と
の
協
力
で
延
命
を

狙
い
ま
す
。
私
た
ち
は
国
民

要
求
を
前
進
さ
せ
る
た
め

に
、
今
ま
で
以
上
に
声
を
あ

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
神
建
連
国
保

は
、
組
合
員
と
ご
家
族
合
わ

せ
て
７
万
４
４
７
４
人
（
３

月
１
日
現
在
）
が
加
入
す
る

全
国
有
数
の
国
保
組
合
で
す
。

　

神
建
連
国
保
加
入
者
の
み

な
さ
ん
に
は
、
今
年
９
月
末

ま
で
使
え
る
保
険
証
を
お
渡

し
し
て
い
ま
す
。
政
府
は
、

国
民
の
多
く
が
不
安
を
抱
え

る
中
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

を
基
本
と
す
る
仕
組
み
に
移

行
し
た
た
め
、
昨
年
12
月
２

日
以
降
は
保
険
証
の
新
規
発

行
が
終
了
。
神
建
連
国
保
は

そ
れ
以
降
、「
資
格
確
認
書
」

の
発
行
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
９
月
は
、
多
く
の

組
合
員
さ
ん
が
初
め
て
の

「
資
格
確
認
書
」
も
し
く
は

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

に
な
り
ま
す
。

　

下
記
「
マ
イ
ナ
Ｑ
＆
Ａ
」

や
神
建
連
国
保
Ｈ
Ｐ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

神
奈
川
土
建
も
参
加
す
る

「
な
く
す
な
保
険
証
・
神
奈

川
連
絡
会
」
で
は
、
毎
月
、

伊
勢
佐
木
町
で
、
宣
伝
行
動

を
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
マ
イ
ナ

ん
で
い
る
保
険
証

の
存
続
を
求
め
る

運
動
で
は
、
１
８

８
万
筆
を
超
え
る

請
願
署
名
を
国
会

に
提
出
し
、
１
４

０
を
超
え
る
自
治

体
の
意
見
書
採
択

に
繋
が
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
、
保

険
証
の
更
新
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
有
効
期
限
切

れ
な
ど
、
全
国
的

保
険
証
利
用
率
が
28
・
65
％

に
な
っ
た
と
公
表
し
ま
し
た

（
４
月
現
在
）。
一
向
に
上
が

ら
な
い
利
用
率
の
原
因
は
、

「
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
持
ち
歩

き
が
不
安
」「
従
来
の
保
険

証
が
使
い
や
す
い
」
な
ど
で

す
。

　

神
奈
川
土
建
で
も
取
り
組

　

現
在
お
持
ち
の
神
建
連
国
保
の
保
険
証
・
資
格
確
認

書
の
有
効
期
限
は
９
月
末
ま
で
で
す
。
10
月
１
日
か
ら

使
え
る
「
資
格
確
認
書
」
や
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

は
、
各
支
部
か
ら
９
月
中
に
説
明
会
や
群
会
議
で
お
渡

し
す
る
予
定
で
す
。

な
ど
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。
中
心
に

な
っ
て
準
備
を
し

た
あ
さ
ひ
分
会
の

加
藤
義
明
さ
ん

（
65
歳
・
大
工
）

は
「
無
事
に
開
催

で
き
て
よ
か
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
喜

ん
で
く
れ
た
の
が

何
よ
り
」
と
話
し

ま
す
。

子どもも保護者も真剣に

30
回
目
の
工
作
教
室
【
横
浜
西
】

弥
生
会
計
で
キ
ッ
チ
リ
節
税
【
厚
木
】

　

６
月
29
日
、
30
回
目
に
な
る
「
親
と
子
の
工
作
教

室
」
が
希
望
ケ
丘
小
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
４
年
間
中
止
し
た
期
間
が
あ
り
ま
す
が
、
33

年
前
（
１
９
９
２
年
）
か
ら
続
く
歴
史
あ
る
工
作
教

室
で
す
。
あ
さ
ひ
分
会
か
ら
16
人
、
児
童
77
人
が
参

加
し
、「
本
立
て
」「
何
で
も
台
」
な
ど
６
つ
の
作
品

の
中
か
ら
一
つ
を
選
ん
で
工
作
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
か
ら
は
「
職
人
の
技
術
の
高
さ
が
分
か
っ

た
」「
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
場
に
な
っ
て
い
る
」

　

記
帳
の
義
務
化
に
伴
い
、
記
帳
の
重
要
性
が
増
し

て
い
ま
す
。
と
り
ま
と
め
帳
を
使
っ
た
手
書
き
の
記

帳
学
習
会
を
継
続
し
つ
つ
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
の
要
望

が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、会
計
ソ
フ
ト
「
弥
生
会
計
」

を
使
っ
た
集
団
学
習
を
始
め
て
、
５
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
令
和
６
年
分
は
11
人
が
決
算
を
仕
上
げ
て
い

ま
す
。
参
加
者
は
「
青
色
55
万
円
控
除
で
節
税
に
な

る
」と
話
し
ま
す
。難
し
い
用
語
も
出
て
き
ま
す
が
、

難
し
い
こ
と
を
考
え
て
も
進
ま
な
い
の
で
、
講
師
の

い
う
通
り
入

力
し
決
算
書

を
作
成
し
ま

す
。
書
記
局

が
全
力
サ

ポ
ー
ト
、
参

加
者
同
士
も

教
え
あ
い
な

が
ら
の
楽
し

い
指
導
会
で

す
。

今年も始まった入力指導会

　「お尋ね文書」が
　　　届いたら組合へ
　確定申告者へ「収支内訳書」の提
出を求める「お尋ね文書」がこの時
期税務署から発送されます。お尋ね
文書や税務調査の連絡が入った場合
は所属支部へご相談ください。

保険証・資格確認書の更新
～神建連国保からのお知らせ～

９月は

自
民
党
政
治
の
歴
史
的
崩
壊

自
民
党
政
治
の
歴
史
的
崩
壊

今
す
ぐ
国
民
要
求
前
進
を

今
す
ぐ
国
民
要
求
前
進
を

  

書
記
長　

今
井
賢
治

書
記
長　

今
井
賢
治

「マイナ保険証」は不安だな…という方は
マイナ保険証の【利用登録解除】
をすることで【資格確認書】を
交付します。解除申請書を所属
支部へ提出してください。

解除申請書はこちらから
ダウンロード出来ます

等の 時期で
す更新

していない している

　マイナ保険証を登録した認
識はないが「資格情報のお

知らせ」が届きました。なぜです
か？

　ご家族が登録されたか、医
療機関でマイナンバーカー

ドを提示している可能性がありま
す。

　「資格情報のお知らせ」が
カードと紙で届いたのはな

ぜですか？

　厚労省の指導により、紙の
「資格情報のお知らせ」をお

送りしていますが、医療機関受診
の際に携帯しやすいようにカード
タイプの「資格情報のお知らせ」
も発行しています。

　マイナンバーカードの有効
期限が切れていないのに資

格確認書が届いたのはなぜです
か？

Q

A

Q

A

Q

マイナ Q&A

多くの通行人が署名に応じる

神建連▶
国保ＨＰ

に
混
乱
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

使
う
本
人
も
、
医
療
機
関

も
、
保
険
者
も
負
担
が
増
え

て
い
ま
す
。

予
想
さ
れ
る

　

窓
口
の
混
乱

　
「
連
絡
会
」
で
は
、
11
月

末
ま
で
紙
の
保
険
証
復
活
の

宣
伝
運
動
に
取
り
組
み
ま

す
。
特
に
、
９
月
は
全
県
一

斉
宣
伝
行
動
と
し
て
位
置
づ

け
ま
す
。

　マイナ保険証利用の際には、
マイナンバーカードの電子

証明書の有効期限をご確認くださ
い。マイナンバーカードの有効期
限は10年（未成年者は５年）です
が、カードに格納されている電子
証明書の有効期限は５年で、有効
期限を３か月過ぎるとマイナ保険
証の利用が出来なくなります。マ
イナンバーカードの有効期限が切
れていなくても、電子証明書の有
効期限が切れてしまった際、神建
連国保から資格確認書を送付しま
す。

　「資格情報のお知らせ」を医
療機関に持っていけば受診

できますか？

　出来ません。マイナ保険証
を持参しましょう。

A

Q

A

紙
の
保
険
証

紙
の
保
険
証

  

今
す
ぐ
戻
せ

今
す
ぐ
戻
せ

資格確認書
資格情報のお知らせ（A4用紙）

資格情報の
お知らせ
（カード）

マイナ保険証利用登録

勢勢情 情 
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か
っ
た
」、

「
ハ
ガ
キ
な

ど
の
大
切
さ

を
知
る
事
が

出
来
ま
し

た
」
な
ど
の

多
く
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

【
記
事
／

岡
元
秀
隆
】

パワーポイントで説明をわかりやすく

1400人に迫る資本従事者の会

1400人を超えたシニアの会

大
切
さ
を
知
る
役
員
学
習
【
相
模
原
】

40
周
年
に
向
け
新
た
な
挑
戦【
南
横
浜
】

　

６
月
24
日
、
市
民
会
館
で
「
群
・
分
会
役
員
学
習

会
」
を
開
き
、
初
参
加
12
人
を
含
む
70
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
役
員
の
活
動
に
役
立
つ

「
ト
ラ
の
巻
（
困
っ
た
時
の
こ
の
一
冊
）」
も
配
り
、

各
部
担
当
役
員
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
、
分
か

り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
を
重
視
し
、
特
に
組
織
は

「
群
会
議
は
な
ぜ
必
要
な
の
か
〜
楽
し
い
組
織
を
つ

く
ろ
う
〜
」「
群
は
納
入
す
る
だ
け
の
集
ま
り
で
は

な
い
」「
分
会
は
組
合
の
運
動
基
礎
組
織
」
を
重
点

に
説
明
。
参
加
者
か
ら
は
、「
初
め
て
知
る
事
が
多

　
「
新
し
い
挑
戦
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
〜

す
！
」。
今
年
度
よ
り
執
行
委
員
に
就
任
し
た
鳴
海

さ
ん
は
新
年
度
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
会
に
か
け
る
意
気

込
み
を
語
り
ま
す
。
７
月
３
日
、
支
部
会
館
を
会
場

に
40
年
に
及
ぶ
運
動
の
軌
跡
の
総
決
算
で
あ
り
、
新

た
な
る
年
度
へ
の
飛
翔
を
決
意
す
る
べ
く
パ
ー
ト

ナ
ー
の
会
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
人
の
代
議
員
の
出
席
で
経
過
報
告
、
運
動
方
針

案
、
決
算
・

予
算
案
を
採

択
し
、
な
ん

と
い
っ
て
も

新
年
度
役
員

選
出
で
は
、

一
挙
に
３
人

の
新
役
員
が

信
任
さ
れ
ま

し
た
。

【
記
事
／

光
野
友
樹
】

パートナーポーズで新たにスタート

よこちゃん・むっくん&ガッチが行く

座間海老名支部相模が丘分会

は
記
入
済
み
、
未
記
入
の
仲

間
を
し
っ
か
り
と
リ
ス
ト
化

し
、
１
人
２
枚
の
全
県
目
標

を
上
回
る
１
人
３
枚
（
１

シ
ー
ト
）
の
目
標
に
向
か
っ

て
「
こ
の
要
請
ハ
ガ
キ
は
、

必
ず
全
員
が
参
加
し
て
取
り

組
む
課
題
で
す
」
と
群
役
員

さ
ん
も
力
強
く
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　

一
息
つ
い
た
と
こ
ろ
で
話

を
伺
う
と
群
役
員
は
輪
番
制

で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か

な
か
次
の
引
き
受
け
手
が
い

な
く
て
困
っ
て
い
る
と
の
こ

と
。
一
人
で
は
集
金
だ
け
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
と
、
複
数

　

５
月
は
座
間
海
老
名
支

部
・
相
模
が
丘
分
会
の
合
同

群
会
議
に
参
加
し
ま
し
た
。

い
つ
も
使
用
し
て
い
る
小
田

急
相
模
原
駅
近
く
の
北
地
区

文
化
セ
ン
タ
ー
が
今
年
い
っ

ぱ
い
改
修
工
事
を
や
っ
て
い

体
制
の
確
立
を
目
指
し
て
挑

戦
中
で
す
。
若
干
の
群
移
動

も
あ
り
、
新
し
い
体
制
で
、

ち
ょ
っ
と
手
伝
っ
て
く
れ
る

仲
間
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
、

こ
の
日
も
、
一
人
ひ
と
り
の

組
合
員
に
丁
寧
に
接
し
な
が

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

ち
ょ
っ
と
ず
つ
手
伝
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
。
女
性
の

み
な
さ
ん
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー

の
会
が
毎
年
２
回
取
り
組
ん

で
い
る
味
噌
づ
く
り
の
こ
と

で
話
し
が
弾
み
、「
今
年
は

い
つ
や
る
の
か
」「
最
近
、米

だ
け
で
な
く
味
噌
も
高
い
」

と
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

る
た
め
、
隣
接
す
る
相
模
原

市
の
相
武
台
公
民
館
を
借
り

て
行
っ
て
い
ま
す
。
相
模
が

丘
分
会
は
支
部
の
中
で
、
最

も
健
康
測
定
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
い
る
分
会
で
、

４
つ
の
群
に
わ
か
れ
て
、
み

ん
な
が
測
定
を
や
っ
て
い
ま

し
た
。
血
圧
や
反
射
棒
、
腹

囲
測
定
な
ど
ペ
ア
に
な
ら
な

い
と
出
来
な
い
項
目
を
取
り

入
れ
て
、
仲
間
と
に
ぎ
や
か

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
特

徴
で
す
。

　

今
月
は
ち
ょ
う
ど
、
建
設

国
保
の
要
請
ハ
ガ
キ
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
分
会
で

横
浜
戸
塚
支
部

工
藤　

龍
一
さ
ん

　
　

37
歳
（
大
工
）

76

　

僕
は
秋
田
県
秋
田
市
出
身

で
す
。
大
工
を
目
指
す
き
っ

か
け
に
な
っ
た
の
は
、
幼
い

こ
ろ
か
ら
物
作
り
が
好
き

で
、
家
族
同
士
で
仲
良
く
し

て
も
ら
っ
て
い
る
大
工
さ
ん

（
佐
々
木
さ
ん
）
に
実
家
を

建
て
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
す
。

当
時
は
小
さ
す
ぎ
て
は
っ
き

り
と
は
覚
え
て
い
な
い
の
で

す
が
、
こ
う
い
う
職
業
が
あ

る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
大
人
に
な
り
、
物
を
造

る
こ
と
が
好
き
な
の
は
変
わ

ら
ず
、
親
に
相
談
を
し
た
ら

「
佐
々
木
さ
ん
は
神
奈
川
県

に
い
る
み
た
い
だ
よ
」
と
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
連
絡

を
し
た
ら
「
人
を
探
し
て
い

る
」
と
い
う
の
で
、
22
歳
の

時
に
就
職
し
ま
し
た
。
神
奈

川
土
建
に
入
っ
た
の
も
そ
の

人
が
い
た
か
ら
で
す
。

　

佐
々
木
さ
ん
に
は
一
か
ら

大
工
作
業
な
ど
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
幼
い
こ
ろ
か

ら
知
っ
て
い
る
佐
々
木
さ
ん

と
一
緒
に
仕
事
が
出
来
た
こ

と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
蔓

延
し
、
仕
事
量
が
減
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
佐
々
木
さ
ん
は

引
退
し
て
秋
田
に
も
ど
り
、

残
念
な
が
ら
３
年
前
に
亡
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

次
の
仕
事
先
を
探
し
て
い

た
時
、
分
会
で
知
り
合
っ
た

仲
間
に
相
談
し
て
み
た
ら
、

仕
事
先
を
紹
介
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
、
神

奈
川
土
建
に
入
っ
て
い
て
、

建
設
業
の
仲
間
と
つ
な
が
り

が
あ
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。

　

僕
が
役
員
を
や
る
キ
ッ
カ

ケ
は
、「
た
ま
に
あ
る
会
議

　

資
本
従
事
者
の
会
定
期
総
会
は
６
月
29
日
、
シ
ニ

ア
の
会
定
期
大
会
は
７
月
２
日
に
開
き
ま
し
た
。
資

本
従
事
者
の
会
会
長
は
後
藤
満
夫
さ
ん
（
横
浜
緑
支

部
）、
シ
ニ
ア
の
会
会
長
は
小
松
健
二
さ
ん
（
横
浜

戸
塚
支
部
）
が
再
任
し
ま
し
た
。

憧
れ
憧
れ
のの
大
工
大
工
さ
ん
に
な
っ
た

さ
ん
に
な
っ
た

みんな揃って群会議

　

６
月
29
日
、
来
賓
含
め
90

人
の
参
加
で
第
18
回
総
会
を

行
い
ま
し
た
。
昨
年
、
建
設

業
法
を
含
め
た
担
い
手
３
法

が
改
正
さ
れ
、
25
年
12
月
に

は
そ
れ
ら
法
改
正
が
完
全
施

行
と
な
り
ま
す
。
自
ら
請
求

要
求
し
、
賃
金
・
単
価
大
幅

増
を
勝
ち
取
る
運
動
を
す
す

め
ま
す
。

に
出
れ
ば
い
い
か
ら
」
と
言

わ
れ
た
か
ら
で
す
。
都
合
が

つ
く
と
き
に
出
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
知
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
知
り
、
自
分
の
た
め

に
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
分
会
の
平
和
委
員

を
や
り
、
３
年
ぐ
ら
い
前
か

ら
支
部
の
青
年
部
長
を
や
っ

て
い
ま
す
。
分
会
で
は
後
継

者
対
策
委
員
に
な
り
、
少
し

で
も
力
を
発
揮
出
来
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
業
界
は
ま
だ
ま
だ
働

き
や
す
い
環
境
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
少
し
で
も
改
善
す
る

こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

自
分
が
子
ど
も
の
こ
ろ
に

憧
れ
た
大
工
さ
ん
が
い
た
よ

う
に
、
若
い
人
が
魅
力
を
感

じ
て
建
設
業
が
「
な
り
た
い

職
種
」
に
な
る
よ
う
に
僕
も

初
心
を
忘
れ
ず
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

支
部
を
主
役
に

〔
シ
ニ
ア
の
会
〕

賃
金
・
単
価
を
勝
ち
取
る

〔
資
本
従
事
者
の
会
〕

資
本
従
事
者
の
会
・
シ
ニ
ア
の
会

新
た
な
一
年
は
じ
ま
る

　

７
月
２
日
、
本
部
シ
ニ
ア

の
会
第
17
回
定
期
大
会
を
開

催
。
１
４
０
０
人
を
超
え
た

実
増
を
確
実
に
し
て
、
支
部

シ
ニ
ア
の
会
を
主
役
と
す
る

方
針
確
認
と
、
仲
間
を
お
互

い
に
見
守
る
ケ
ア
活
動
を
企

画
行
事
補
助
制
度
の
発
展
と

補
助
額
引
上
げ
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
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ださい。
※作業主任者講習、職長・安責教育、準備講座、ＪＷ－ＣＡＤの申
し込みには、労働者の場合は雇用保険被保険者資格取得等確認通
知書、一人親方は労災保険加入証のコピー添付と、番号の申請書
記入。また、最終学歴の記入をお願いします。

その他の提携講習機関　　
PCT神奈川教習所（旧：IHI技術教習所）　コマツ教習所　湘南
トレーニングセンター　日建学院　総合資格学院　技術技能
講習センター等、詳細は各支部窓口にお問い合わせください。

青年部マル得援助金のお知らせ　
青年部加入者の「マル得援助」の対象に「マル得資格取得
祝金」に対応する国家資格等の受験料も加わりました。受
験料の払込書または領収書を添付して申請を行ってくださ
い。

技術センターだより 資格講習会のご案内

神奈川土建の講習

●低圧電気取扱業務特別教育
（受講料：8,000円）
　９月21日（日）　会場：建設プラザかながわ
●ロープ高所作業特別教育
（受講料：8,000円）
　９月28日（日）　会場：建設プラザかながわ
●石綿作業主任者技能講習
（受講料：10,000円）
10月19日（日）～20日（月）　会場：建設プラザかながわ

●職長・安全衛生責任者教育
（受講料：16,000円）
10月19日（日）～20日（月）　会場：横浜中央支部事務所２Ｆ

神奈川建設労連の講習
※支部を通じて申込みください。
●玉掛け技能講習
（受講料：29,000円、資格保持者25,000円）
９月13日（土）～15日（月）
会場：ＰＣＴ神奈川教習所（学科・実技）

●木造建築物の組立て等作業主任者技能講習
（受講料：10,000円）
９月17日（水）～18日（木）　会場：建設プラザかながわ
●足場の組立て等作業主任者【能力向上】教育
（受講料：8,000円）
10月３日（金）　会場：建設プラザかながわ
●地山掘削及び土止め支保工作業主任者技能講習
（受講料：15,000円）
10月８日（水）～10日（金）　会場：建設プラザかながわ
●小型移動式クレーン運転技能講習
（受講料54,000円、資格保持者50,000円）
10月11日（土）～13日（月）
会場：ＰＣＴ神奈川教習所（学科・実技）
●高所作業車技能講習
（受講料：14Ｈ講習48,000円、小型移動式クレーン技
能講習修了者12Ｈ講習46,000円）
10月16日（木）～17日（金）
会場：ＰＣＴ神奈川教習所（学科・実技）
●丸のこ等取扱い作業従事者教育
（受講料：6,000円）
10月23日（木）　会場：建設プラザかながわ

　

動
物
実
験
の
結
果
で
は
ア

ル
コ
ー
ル
だ
け
で
摂
っ
た
場

合
、
30
分
後
に
胃
に
残
っ
て

い
た
ア
ル
コ
ー
ル
は
１
割
程

度
だ
っ
た
の
に
対
し
、
食
事

と
一
緒
に
摂
る
と
同
じ
30
分

後
で
も
４
割
程
度
も
胃
に
ア

ル
コ
ー
ル
が
残
っ
て
い
ま
し

た
。
吸
収
に
時
間
が
か
か
っ

て
い
る
証
拠
で
す
。

　

さ
ら
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
分

解
す
る
酵
素
は
肝
臓
だ
け
で

な
く
胃
の
中
に
も
存
在
し
ま

す
。

　

そ
の
た
め
胃
の
中
に
と
ど

め
る
時
間
が
長
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
吸
収
さ
れ
る
ア
ル

コ
ー
ル
量
は
減
り
、
血
液
中

お
酒
と
食
事
が
同
時
に
な
っ

た
場
合
は
、
胃
か
ら
腸
に
流

れ
て
い
く
ス
ピ
ー
ド
が
ゆ
っ

く
り
と
な
り
、
急
激
な
血
中

ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
の
上
昇
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

胃
に
と
ど
め
て
お
く

時
間
を
長
く

　

ビ
ー
ル
が
美
味
し
い
季

節
に
な
り
、
ま
ず
は
一
杯

目
と
な
る
ビ
ー
ル
で
す

が
、
胃
の
中
に
お
酒
だ
け

が
入
っ
た
場
合
は
早
い
ス

ピ
ー
ド
で
腸
管
へ
流
れ
込

み
、
急
激
に
血
液
中
の
ア

ル
コ
ー
ル
濃
度
が
上
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
一
方
、

の
濃
度
も
抑
え
ら
れ
ま
す
。

美
味
し
い
お
酒
と

食
事
は
セ
ッ
ト
で

　

血
液
中
の
急
激
な
ア
ル

コ
ー
ル
濃
度
の
上
昇
を
防

ぐ
こ
と
は
、
肝
臓
や
脳
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
晩
酌
を
楽
し
む
に

は
、
お
酒
だ
け
で
な
く
一

緒
に
食
べ
る
食
事
も
楽
し

む
の
が
一
番
で
す
ね
。
す

き
っ
腹
に
お
酒
が
一
番
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
お
肉
や

お
魚
、
豆
腐
や
旬
の
野
菜

な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら

ゆ
っ
た
り
お
酒
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

今月の
テーマ

お
酒
と
食
事
を
一
緒
に

楽
し
ん
で
ま
す
か 大幅にお得な掛金を実現

自動車共済が安く安くなる
10月
　　から

メリット

１
法人名義車両も
加入できます

メリット

２
安い掛金で保証
は充実！
営利を目的として
いません。だから
充実した保証でも
掛金は割安。

メリット

３
無事故割引が継
続できます
他の自動車保険
（共済）の無事故
割引等級が引き継
げます。

メリット

４
24時間事故受付！
フリーダイアルで夜間・
休日の受付体制も万全。
迅速な事故処理。全国い
つでもどこでも安心。

自動車共済

市
川
可
奈
子
保
健
師
の

健
康
の

健
康
の

ス

メ
ス

万
が
一
の

火
災・地
震
に
備
え
よ
う

　

多
く
の
組
合
員
・
ご
家
族

に
喜
ば
れ
て
い
る
「
自
動
車

共
済
」。
現
在
、
約
２
９
０

０
台
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

前
年
事
故
の
損
害
率
が
改

善
し
た
た
め
、
10
月
か
ら
の

団
体
割
引
率
が
12
・
５
％
か

ら
15
・
０
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

　

組
合
員
名
義
の
車
両
は
も

ち
ろ
ん
、
同
居
の
家
族
の
車

両
、
工
事
用
車
両
、
法
人
名

義
の
車
両
も
入
れ
る
の
で
、

経
費
削
減
に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

　

見
積
無
料
な
の
で
、
車
検

証
と
保
険
証
券
を
準
備
し

て
、
所
属
支
部
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

26
年
間
同
じ
保
険
料
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

持
ち
家
の
場
合
は「
住
宅
」

と
「
家
財
」
に
、
借
家
の
場

合
は
「
家
財
」
に
入
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

　

４
土
建
（
東
京
・
埼
玉
・

千
葉
・
神
奈
川
）
が
立
ち
上

げ
た
「
ど
け
ん
火
災
共
済
」

が
26
年
経
過
し
ま
し
た
。
組

合
員
が
直
接
運
営
す
る
自
主

共
済
制
度
の
た
め
、
掛
金
が

安
価
で
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

損
保
や
共
済
が
大
き
く
保
険

料
を
引
き
上
げ
て
い
る
中
、

仕事と暮らしを支える県内最大の建設労働組合

045-453-9806
〒221-0045　横浜市神奈川区神奈川2-19-3 建設プラザかながわ

工事代金未払い・インボイス・
CCUSなど、現場で困ったらまず相談。

神奈川土建
ウェブサイト

▼建設国保 総合共済 労災保険

割引率

ポスターがリニューアル

2025年版のポスター2,600枚が出来
上がりました。自宅や置き場、事務
所や知り合いのお店などに張り出し
協力をお願いします。

火災共済の
メリットが
よくわかる
動画はこち
らから


